
チーク無垢材 1 枚板のダイニングテーブルの製作について 

今回はチーク 1 枚板で天板を木取り、脚は別途チーク端材より木取り製作することになりました。 

天板用板は比較的反り少ない感じですが、いつも通りの反り防止材を取り付けます。 

また、脚はシンプルに 4 本脚で受け、ムラコシ精工のレッグ FIX－B で固定するものです。 

塗装はガラス塗料、グラノール艶消しで天板上面は 4 回塗りとしました。 

ここで、無垢材の反り等による狂いについての製作上の基本的な考え方です。 

１． もちろん、特に天板となる無垢板は乾燥材が基本で含水率 12％以下としたい。 

２． 原板（天板加工前の板）に反りがある場合がほとんどで先に NC 等でフライス加工する必要が

あり、それからバーチカルサンダーにて天板を仕上げるケースが多いです。 

３． 天板の反り防止についてですが裏側に裏桟を埋め込みビス固定しています。多少の狂いには対

応できるものと思いますが絶対ではありません。さらに、多少の天板のねじれに対して脚の床面に

アジャスターシューを取り付けがたつきに対応しています。 
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チーク 1 枚板です。 チーク脚用の端材です。 

 

 

天板 1 枚板小口状況です。 

天板上面の状況できれいな方を 

選択した結果、木裏を上面にしました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

反り防止材、脚の固定状況です。 

 

 

 

 

 



 

チーク無垢床板にチークのテーブルが 

納まりました。 

 

脚 95*95 と少し太めですが、脚固定上は、 

太め脚の方が天板との接地面が広いため 

揺れが小さく接合に安定感があります。 
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2F への設置のため、4 人掛かりの納

品でした。

チーク無垢材の独特な落ち着きを感

じます。 

 

 

 

 ㈱マルダイ 家具部 

 Da・monde 鈴木 

      平成 23 年 6 月 20 日 

 


